
○九州１８９号（平成２８年度は「九系３３２」として供試） 

１．来歴 

 １）系統名 九州１８９号 

   （旧系統名：九系 332） 

 ２）交配組合せ 

    九系 05005-38(母) × ベニアズマ (父) 

     2010年交配、2011年以降、選抜および育成 

 ３）用途 焼きいも・菓子原料用 

 

２．特性の概要 

  １）いもの形状は長紡錘形で、皮色は赤紫、条溝、裂開、皮脈は無で、いもの外観は中であ

る。 

２）蒸しいもの肉色は淡黄、肉質はやや粉質で Brix は標準栽培および早掘栽培で高系

14 号より高く、パネラーによる食味判定は標準栽培で高系 14 号並み、早掘栽培で

やや優れた。調理後の黒変はやや多い。 

３）上いも重は、標準栽培で高系 14 号比 143％、早掘栽培で 161％である。切干歩合は高系

14 号よりやや高く、上いも 1 個重は大きく、1 株上いも数はやや多い 

 ４）サツマイモネコブセンチュウに強く、ミナミネグサレセンチュウ抵抗性は中である。 

 ５）萌芽性、貯蔵性ともに、高系 14 号よりも優れる。 

 

 

 

 

 

 


